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鳥インフルエンザAの疫学状況と
リスクアセスメント

⾧谷川 秀樹
国立感染症研究所

インフルエンザウイルス研究センター

2019年1１月3日 （日）
令和元年度新型インフルエンザの診療と対策に関する研修

H1～H16の16種類の亜型のうち、

強毒株はH5、H7、H9

強毒株は一夜にして
鶏舎のニワトリを全滅

弱毒株は軽微な
呼吸器症状の感染に終わる

家禽ペスト
Fowl Plague, 1878

高病原性鳥インフルエンザ
HPAI: Highly Pathogenic Avian Influenza

Influenza A, 1930s
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Total
Cases:861
Deaths:455
Fatality:53%

2019年5月現在

高病原性鳥インフルエンザH5N1感染症ヒトでの発生分布
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Backyard poultry
＆

Livebird market
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インフルエンザAの感受性動物

北大 喜田原図

=144
16

H16: J Virol 2005, 79:2814-22.

人獣共通感染症

H5N1

インフルエンザウイルスは上気道の上皮細胞に感染する。
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Influenza A: NP Ag

2003年12月ベトナムでの死亡例
～12歳女性、発症から8日後に死亡、ARDS～

ウイルス レセプター

季節性インフルエンザ
ウイルス

(α2-6)ガラクトースシアル酸

鳥インフルエンザ

ウイルス
(α2-3)ガラクトースシアル酸

ヒト気管上皮細胞にはα2-6シアル酸が優位。
α2-3シアル酸の存在はよくわかっていない。

インフルエンザウイルスと細胞レセプター
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Shinya K. et al Nature Vol 440/23 2006

ヒト呼吸器組織におけるインフルエンザウイルスの受容体の分布

鼻腔粘膜 副鼻腔 気管支

細気管支 肺胞

緑色:SAα2,6Gal- ヒト型レセプター
赤色: SAα 2,3Gal-鳥型レセプター

α2-6
α2-3

Shinya, et al, ウイルス, 2006

α2-3

α2-6
α2-3

インフルエンザウイルスの受容体と感染
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インフルエンザウイルス A(H1N1)pdm09

A(H1N1)pdm09感染関連死亡例の剖検20例の解析

10例：呼吸器系組織からのみ検出 10例(PCRのみ陽性３例）

免疫組織化学によるA型インフルエンザNP抗原の検出

陽性 陰性（検出不可）

気管 気管支 気管支腺 細気管支 肺胞上皮

- - - + ++++

- - - - ++

NT - - - +

+ + + + +

- - + - -

NT + + - -

+ + + - -

+ - + - -

+ + + - -

- - + - -
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部位により肺胞障害（DAD病変）の進行度が異なる。

硝子膜

肺胞

肺胞上皮細胞の剥離

II型肺胞上皮細胞の過形成

パンデミックH1N1ウイルスは I型と II型の肺胞上皮細胞に感染する。

I型

II型

II型

細気管支

肺胞

気管

すでにウイルス感染細胞ははがれてしまった？

15

16



2019/11/6

9

•SP-D •インフルエンザ-NP

•EMA •インフルエンザ-NP

インフルエンザ抗原陽性細胞は主にII型肺胞上皮細胞である

Merge

Merge

Double immunofluorescence staining for infA-NP and cell marker protein

上皮細胞

II型肺胞上皮細胞

A(H1N1)pdm09 H5N1(human) 季節性

気管上皮 ++ ? +

気管支・腺 + ? ++

細気管支 + + +++

肺胞上皮 - ~ ++++ +++ -

マクロファージ -~  ++ +++ ?

A(H1N1)pdm09、 H5N1、季節型インフルエンザ感染症剖検組織におけるNP抗原の検出

HE staining

InfA-NP 
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ウイルス レセプター

季節性インフルエンザ

ウイルス
(α2-6)ガラクトースシアル酸

鳥インフルエンザ

ウイルス
(α2-3)ガラクトースシアル酸

インフルエンザウイルスと細胞レセプター

豚インフルエンザ
ウイルス

α2-6 とα2-3の両方のシアル酸

２００９．５．２．
読売新聞

２００９．５．１０．
読売新聞
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ベトナム

エジプト

カンボジア
インドネシア

中国

H5N1

患者総数 : 860 
死亡者総数:454

(16カ国) 
致死率 52.8％

～2017年9月27日

 

 

H5N1

患者総数 : 861 
死亡者総数:455

(17カ国) 
致死率 52.8％

～2019年5月10日

ネパール
2019年3月17日

発症
初の感染例報告

1年以上の空白期間
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茨城県（62事例）
水戸市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（11/29）【1】

ﾕﾘｶﾓﾒ7事例（12/6, 15, 18, 20, 22, 24）【2】
ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ30事例（12/8, 10-22）【1】
ｺｸﾁｮｳ14事例（12/19, 21, 26, 30, 

1/4, 16-19, 21, 22, 24）【1】
ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ3事例（12/24, 25, 28）【2】
ﾎｼﾊｼﾞﾛ1事例（12/21）【2】

鹿嶋市：ﾕﾘｶﾓﾒ2事例（12/18, 26）【2】
ｵｵﾊｸﾁｮｳ2事例（12/28, 1/19）【1】

ひたちなか市：ﾕﾘｶﾓﾒ1事例（12/24）【2】
潮来市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（1/11）【1】

平成28年度国内における高病原性鳥インフルエンザの発生・検出状況

・月日は家きんでは疑似患畜確定日、野鳥では検体の採材（回収）日

・【】はリスク種の分類。野鳥における高病原性鳥インフルエンザ
に係る対応マニュアル（平成26年９月 環境省自然環境局）に基
づく感染リスクの高い種（リスク種１＞〃２＞〃３＞その他の種）

岩手県（20事例）
盛岡市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ9事例（11/23, 12/17, 22, 25, 27, 1/8, 2/13, 3/8）【１】

ﾏｶﾞﾓ1事例（2/17）【2】
滝沢市：ﾏｶﾞﾓ1事例（12/9）【2】
一関市：ｺﾊｸﾁｮｳ1事例（12/13）【１】

ｵｵﾊｸﾁｮｳ2事例（12/18, 21）【１】
花巻市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/20, 1/5）【１】

ﾊｸﾁｮｳ類1事例（1/5）【１】
ｺﾊｸﾁｮｳ2事例（12/22）【１】

大船渡市：ｵｵﾊﾞﾝ1事例（12/22）【2】
紫波町：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（1/16）【１】

福島県（2事例）
福島市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/2）【１】
鏡石町：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/14）【１】

秋田県（6事例）
秋田市動物園：ｺｸﾁｮｳ3事例（11/15, 17）【１】

ｼﾛﾌｸﾛｳ3事例（11/23）【３】
兵庫県（18事例）
小野市：ｶﾓ類糞便1事例（11/14）【３】
西宮市：ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ1事例（12/28）【1】

ﾕﾘｶﾓﾒ1事例（1/18）【2】
伊丹市：ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ15事例（1/13-18, 23）【１】

鳥取県（5事例）
鳥取市：ｶﾓ類糞便3事例（11/6, 15, 18）【２, ３】
米子市：ｺﾊｸﾁｮｳ2事例（11/20）【１】

鹿児島県（30事例）
出水市：環境試料1事例（11/14）

ﾂﾙ24事例（11/18-26, 28, 12/3, 5, 6, 11, 14）【２】
ｶﾓ類生体・糞便5事例（11/20, 22-24）【２, ３】

栃木県（３事例）
真岡市：ｵｵﾀｶ1事例（12/12）【１】
大田原市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（1/13）【1】
那須塩原市：ｵｼﾄﾞﾘ1事例（2/20）【1】

愛知県（17事例）
名古屋市動物園：ｺｸﾁｮｳ3事例（11/29, 12/4, 6）【1】

ｼｼﾞｭｳｶﾗｶﾞﾝ4事例（12/10, 13, 14, 17）【1】
ﾏｶﾞﾓ2事例（12/13）【2】
ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ1事例（12/13）【3】
環境試料2事例（12/17）

豊橋市：ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ1事例（1/3）【3】
西尾市：ﾎｼﾊｼﾞﾛ2事例（1/4, 11）【2】

ｽｽﾞｶﾞﾓ1事例（1/6）【2】
蒲郡市：ｽｽﾞｶﾞﾓ1事例（1/31）【2】

三重県(1事例)
明和町：ｵｵﾀｶ1事例（12/14）【１】

：確定事例（22都道府県218事例）
すべてH5N6亜型

野鳥等

：確定事例（９道県12事例）
すべてH5N6亜型

家きん

北海道（10事例）
苫小牧市：ﾊﾔﾌﾞｻ1事例（11/24）【１】
北見市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ2事例（12/2, 8）【１】
上士幌町：ﾌｸﾛｳ1事例（12/12）【2】
音更町：ﾊﾔﾌﾞｻ1事例（12/15）【１】
白老町：ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ1事例（12/20）【2】
厚岸町：ｵｵﾊｸﾁｮｳ3事例（1/15, 18, 22）【１】
浜中町：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（2/22）【１】

北海道（1事例）
清水町：採卵鶏1事例（約28万羽）（12/16）

青森県（8事例）
八戸市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/8）【1】

ｵｵﾀｶ1事例（12/28）【1】
三沢市：ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ1事例（12/5）【1】

ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/19）【１】
弘前市：ｵｵﾀｶ1事例（12/12）【1】
平内町：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/12）【1】
むつ市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/12）【1】
十和田市：ｵｵﾊｸﾁｮｳ1事例（12/29）【1】

青森県（2事例）
青森市：あひる（約1.8万羽）(11/28)
青森市：あひる（約4.7千羽）(12/2)

宮崎県（2事例）
川南町：肉用鶏1事例（約12万羽）(12/19)
木城町：肉用鶏1事例（約16万羽）(1/24)

新潟県（19事例）
阿賀野市：ｺﾊｸﾁｮｳ13事例（11/27, 12/2, 5, 6, 8, 9-14, 16）【1】

ｵｵﾊｸﾁｮｳ2事例（12/6, 1/12）【1】
上越市：ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ1事例（12/1）【その他】

ﾊﾔﾌﾞｻ1事例(12/1) 【１】
新潟市：ｺﾊｸﾁｮｳ1事例（12/19）【1】
村上市：ﾊﾔﾌﾞｻ1事例(1/1) 【１】

新潟県（2事例）
関川村：採卵鶏1事例（約31万羽）(11/29)
上越市：採卵鶏1事例（約24万羽）(11/30)

長崎県（1事例）
諫早市：ﾊﾔﾌﾞｻ1事例（12/22）【１】

京都府（7事例）
京都市：ｺﾌﾞﾊｸﾁｮｳ7事例（12/22）【１】

熊本県（1事例）
南関町：採卵鶏1事例（約9.2万羽）(12/27)

山口県（1事例）
山口市：ﾎｼﾊｼﾞﾛ1事例（1/9）【2】

滋賀県（1事例）
草津市：ｵｵﾊﾞﾝ1事例（1/4）【2】

大分県（1事例）
宇佐市：ﾉｽﾘ1事例（1/12）【1】

石川県（2事例）
加賀市：ﾋｼｸｲ1事例（1/15, 29）【1】

佐賀県（1事例）
江北町：肉用種鶏1事例（約7.1万羽）(2/4)

東京都（１事例）
足立区：ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ1事例（2/3）【２】

岐阜県（１事例）
各務原市：ﾊﾔﾌﾞｻ1事例（2/24）【１】

岐阜県（1事例）
山県市：採卵鶏1事例（約8.1万羽）(1/14)

千葉県（1事例）
旭市：採卵鶏1事例（約6.3万羽）(3/24)

宮城県（2事例）
登米市：ﾏｶﾞﾝ1事例（11/21）【１】
栗原市：ﾏｶﾞﾝ1事例（11/26）【１】

宮城県（1事例）
栗原市：採卵鶏1事例（約22万羽）(3/24)

農林水産省現時点では、全てH5N6

国内における高病原性鳥インフルエンザの発生状況（平成29年11月以降） 
（平成30年4月12日時点）

（注）検査優先種： 
 野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る対応技術マニュアル 
 （平成29年10月 環境省自然環境局）に記載された感染リスクの 
 高い種（検査優先種１＞〃２＞〃３＞その他の種） 

：確定事例（３都県46事例） 
 すべてH5N6亜型 

野鳥等 

：確定事例（１県１事例） 
 H5N6亜型 

家きん 

都道府県 市町村 検体回収日 種名 検査 
優先種（注） 

羽数 

島根県 松江市 

平成29年11月5日 コブハクチョウ 1 1 

平成29年11月7日 キンクロハジロ 1 1 

平成29年11月9日 キンクロハジロ 1 1 

平成29年11月10日 ユリカモメ 1 1 

平成29年11月11日 コブハクチョウ 1 1 

平成29年11月12日 コブハクチョウ 1 1 

平成29年11月12日 キンクロハジロ 1 1 

東京都 大田区 平成30年1月5日 オオタカ 1 1 

兵庫県 伊丹市 平成30年3月1～25日 ハシブトカラス その他 38 

都道府県 市町村 疑似患畜 
確定日 種名 飼養羽数 

香川県 さぬき市 平成30年1月11日 肉用鶏 約9.1万羽 

家きん 
 香川県（1事例） 

野鳥 
 島根県（7事例）、 東京都（1事例）、兵庫県（38事例） 

農林水産省
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H7N9亜型
鳥インフルエンザウイルスの

ヒト感染事例と
中国における流行状況

(2013年～)

H7N9亜型
鳥インフルエンザウイルスの

ヒト感染事例と
中国における流行状況

(2013年～)

A/Anhui/1/2013(H7N9)
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2013年3月31日 中国国家衛生・計画出産委員会
・2月19日 87歳男性(上海市)発症、

重症肺炎に3月4日死亡
・2月19日 27歳男性(上海市)発症、

重症肺炎により3月10日死亡
・3月9日 35歳女性(安徽省)が重症肺炎を発症

(重症肺炎により4月9日死亡)

環境中からもウイルスが検出
・4月4日 上海市の生鳥市場のハトから検出
・4月5日 上海市の生鳥市場の鶏・環境などから検出

中国にて世界で初めてのヒト感染例報告(H7N9)

中国の生鳥市場
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天津市

黒竜江省

吉林省

寧省遼

青海省

安徽省

福建省

上海市

広東省

貴州省

湖南省

海南省

湖北省

河北省

河南省 江蘇省

重慶市

寧夏回族
自治区

陝西省

山東省
山西省

四川省

雲南省

浙江省

浙広西チワン族
自治区

内モンゴル自治区

新疆ウイグル自治区

チベット自治区

甘粛省

江西省

～2013年9月

北京市

中国国内でのH7N9ヒト感染の広がりH7N9

天津市

黒竜江省

吉林省

寧省遼

青海省

安徽省

福建省

上海市

広東省

貴州省

湖南省

海南省

湖北省

河北省

河南省 江蘇省

重慶市

寧夏回族
自治区

陝西省

山東省
山西省

四川省

雲南省

浙江省

浙広西チワン族
自治区

内モンゴル自治区

新疆ウイグル自治区

チベット自治区

甘粛省

江西省

～2013年9月

北京市

～2014年9月

中国国内でのH7N9ヒト感染の広がりH7N9
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天津市

黒竜江省

吉林省

寧省遼

青海省

安徽省

福建省

上海市

広東省

貴州省

湖南省

海南省

湖北省

河北省

河南省 江蘇省

重慶市

寧夏回族
自治区

陝西省

山東省
山西省

四川省

雲南省

浙江省

浙広西チワン族
自治区

新疆ウイグル自治区

チベット自治区

甘粛省

江西省

内モンゴル自治区

～2015年9月

北京市

～2013年9月

～2014年9月

中国国内でのH7N9ヒト感染の広がりH7N9
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浙広西チワン族
自治区

新疆ウイグル自治区

甘粛省

江西省

～2016年9月

北京市

～2015年9月

～2013年9月

～2014年9月

内モンゴル自治区

中国国内でのH7N9ヒト感染の広がり

チベット自治区

H7N9
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2013 
1st wave

134例中
44例 死亡

致死率32.8%

2013/14 2nd

wave
2014/15 
3rd wave

2015/16 
4th wave

306例中
128例 死亡

致死率41.8%

219例中
100例 死亡

致死率45.8%

116例中
47例 死亡

致死率40.5%

2016/17  
5th wave

766例中
292例 死亡

致死率38.1%

H7N9
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%人
患者総数 : 1564 
死亡者総数 : 612 

致死率 39.1％
～2017年9月

H7N9
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鳥･ブタインフルエンザウイルスのヒト感染例

重症例
死亡例

中程度の症状 ???

無症候例 ???
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